
Japan Society for Atmospheric Environment

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Atmospherlo 　Envlronment

3EO900 東京都に おける大気中のダイオキシン類に つ い て （その 1）

　　　　　　 一 経年変化及 び濃度分布 一

　　　　　　　　　　　　 〇 佐藤　博、芳住　登紀子 （東京都環境局）

1　 は じめ に

　 東京都は環境大気中のダイオ キ シン類の調査を平成 8 年度か ら開始 し、

・
年々 調査地点数 、 回数

を拡充 して きた （表）。 平成 10 年度か らは pCDDs ／ DFs に加 え Co−pCB の 調査も開始した 。

　　また 、東京都の 調査の 他 に都内の 29 区市町にお いて も、平成

11 年度は 86 の 地点で 独自に調査 してお り、都の 調査地点 と合わ

せ る と、IOOを超え る地 点の 調査結果が得 られて い る。

　 平成 9 年度か ら 3年間の濃度の経年変化及び平成 11 年度の 都

内の濃度分布が推定されたの で報告する。

2　濃度の 経年変化

　 大気環境基準（0．6pg−TEQIm3 ）と の 適合状況は 、 平成 9年度 、 10

年度で は達成しな い 地点 もあっ たが 、 平成 11 年度 は全地点で 達

成 して い る 。継続調査地点 を選び、経年変化 を見てみる と、平成

　9 年度 に 比べ 平成 11 年度は大幅に濃度が低下 して い る ととが分
’

かる （mp−・1）。と りわけ、平成 9年度、10 年度 に都内最高濃度

を記録 した清瀬市にお い ては大幅に減少 して い る 。 隣接する埼玉

県所沢市周辺の 改善対策の効果 （産業廃棄物焼却炉の 減少、排ガ

ス 濃度の 低下等）によ る も の と思われ る。

　 濃度だけで な く、PCDDsfi）Fs の 同族体構成比か らみ て も 、 改

善され た こ とが うか が われ る （図一2〜 4）。
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地点 数 調査回数

平成 8 年産　　　　　　 7 1

平成 9 年度 　・　 　 10 4

平成 10、11年度 　 　 20 8
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　滴 瀬 市 （平 nt　9 年 度 》　　　　　 図一3 　清瀬葡 （平 成” 年度冫　　　　　図一4　郤内 拿平 均 （平 成11年 度 ）

3　都内の濃度分布

　 平成 11 年度 にお ける都内 106 地 点 （都、区市町の 調査地点）の 濃度分布 図 を フ リ
ー

ハ ン ドによ

　り試行的 に作成 した。東京都北部 （清瀬市、練馬区付近）は改善 され て きたが 、東部 （葛飾区．江

戸川区付近） に環境基準は達成 して い る もの の比較的高い地域が ある こ とが分か っ た 。

　 なお、区市町の 多 くは都 と

調査 日を同一に し、年 2 〜4

回夏冬に実施して いる。

　平成 11 年度の東京都の 調

査結果で は  夏冬 よ り春秋の

方が濃度が高く、  地域で見

る と 23 区、多摩地域で は傾

向が異な っ て いた 。

　 こ れ らの 要素を考慮 し 、 濃

度を補正 して 、各地点 の年平

均値 を推定 した。
東京都 内大気中の ダイオキシ ン 類液 度分布図 （平成 置 匸年度，pg一丁Eq／m，冫
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大気環境基準 　o．6P9 −TEQ／♂以 下
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